
受託要件確認書作成要領 

 

１ 受託要件確認書の目的 

(1) 「薬品庫（ボトルキャビネット）の購入」にあたり、入札に参加しようとする者（以下、

「入札希望者」という。）が、仕様書どおりの物件納入が可能かどうかを確認するための

ものである。 

(2) 仕様の確認は、入札希望者が記載した内容について仕様に沿うものか否かを審査し、全

ての項目の結果が適（確認書の適否欄には、適を「○」、否を「×」で表示）となった段

階で、仕様面の入札参加資格を得ることとなる。 

 

２ 提出物 

(1)  受託要件確認書 

(2)  応札機器明細書 

(3)  同等品申請書・仕様対応表 

  納入物品が仕様書中の参考品と異なる場合は、本書を提出すること。 

応札者は、以下のとおり記入すること。 

欄 記述内容 

 

 

可否 

仕様書に記載通りの要求仕様を満たす場合、○を記入する。 

仕様書に記載通りの要求仕様を満たさない場合は、×を記入する。 

但し、×の項目が1つでもある場合には、入札参加資格を得ることはできない。 

提案内容 要求仕様を満たす根拠を、具体的にわかり易く記入する。 

適否 記入不要（学校が記入する） 

仕様書をどのように満たしているかについて、要求要件ごとに具体的、かつわかり易く

記載すること。 

従って、本仕様書の各要求要件に対して、単に「はい、実現します。」や「はい、提供

します。」といった回答のみの場合、要求事項をどのような手段・手法で満たそうとして

いるのかが不明であることから、解説資料を作成するなどにより十分な説明資料の作成に

努めること。 

(4) 納入物品のカタログまたはカタログの写し等 

 

３ 提出先 

  愛媛県松山市末広町11番地１（〒790－8506） 

  愛媛県立松山南高等学校 事務室 

 

４ 提出期限 

  令和６年10月３日（木）午後４時45分 



５ その他 

 (1) 仕様確認書の審査により、入札の対象となるかどうかについて、学校から連絡するものと

する。 

 (2) 提出された内容等について、ヒアリングを行う場合があるので、誠実に対応すること。 

 (3) 内容に不備な点や不明な箇所があって、学校から補正または説明を求められた場合、入札

日の前日までにその補正または説明ができなかったときは、入札に参加できない。 


